
・
福
井
。
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
井
県
福
井
市
城
戸
ノ
内
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
三
年
（昭
５８
ニ
ハ
月
ぞ

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
井
県
立
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
原
武
二

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館

・
都
市
跡

６
　
逹退
跡
の
年
代
　
一
五
世
紀
後
半
ｉ

一
六
世
紀
後
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
福
井
市
の
東
南
約

一
〇
ｋｍ
の
谷
あ
い
に
あ
り
、
戦
国
大
名
朝
倉
氏

の
五
代
に
わ
た
る
城
郭
都
市
で
あ
る
。
足
羽
川
支
流
の
一
乗
谷
川
が
貫
流
す
る

谷
の
一
番
狭
く
な
る
地
点
三
カ

所
に
土
塁
を
設
け
て
木
戸
と
し

て
い
る
。
こ
の
ニ
カ
所
の
上
塁

の
間
を
現
在
も
城
戸
ノ
内
町
と

い
い
、
そ
の
範
囲
は
南
北

一
・

八
ｋｍ
、
東
西
○

・
五
ｋｍ
で
あ
る
。

朝
倉
義
景
の
館
を
は
じ
め
、
家

臣
団
の
屋
敷
、
寺
院
、
商
工
業

者
の
町
屋
等
が
文
字
ど
お
り
軒

を
接
し
て
城
戸
ノ
内
に
立
ち
並
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

今
回
、
第
四
六
次
調
査
と
し
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
の
は
、
城
戸
ノ
内
の

ほ
ば
中
央
に
位
置
す
る
字
奥
真
野
の
地
約
三
〇
〇
〇
∬
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
近

く
に

「
サ
イ
ゴ
ー
寺
」
と
い
う
通
称
が
残

っ
て
い
た
り
、
近
世
に
描
か
れ
た
絵

図
に
寺
院
の
名
が
い
く
つ
か
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
な
ど
、
か
つ
て
は
寺
院
が
た

く
さ
ん
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
い
つ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
事
実
、
第

一
七

・
四
〇

。
四
四
次
の
調
査
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
附
近

一
帯
に
寺
院
が
あ

っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
調
査
の
結
果
、
道
路
二
、
石
組
溝

一
八
、
石
列

一
二
、
礎
石
建
物

一
五
、
掘
立
柱
建
物

一
、
庭
園

一
、
井
戸
五
、
石
積
施
設
九
、

甕
埋
設
遺
構

一
、
蔵
骨
器

一
九
を
埋
設
し
た
墓
地

一
カ
所
等
を
検
出
し
た
。

遺
構
は
寺
院
と
町
屋
に
大
別
で
き
、
Ａ

・
Ｂ
地
区
が
町
屋
、
Ｄ
地
区
が
寺
院
、

Ｃ
地
区
が
寺
院
と
墓
地
で
あ
る
。
出
上
し
た
墨
書
の
あ
る
遺
物
は
、
付
札
、
卒

塔
婆
、
こ
け
ら
経
、
笹
塔
婆
で
あ
る
。
付
札
は
町
屋
群
の
中
を
流
れ
る
石
組
溝

Ｓ
Ｄ
二
六
九
九
と
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
三
か
ら
、
卒
塔
婆
は
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
三
か
ら
も
出

土
し
た
が
、
大
部
分
は
石
積
施
設
Ｓ
Ｆ
二
七
三
六
か
ら
出
土
し
た
。
墓
地
か
ら

は
こ
け
ら
経
と
笹
塔
婆
が
出
上
し
た
。
本
格
的
な
墓
地
の
発
掘
は
一
乗
谷
で
は

初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
大
量
の
こ
け
ら
経

・
笹
塔
婆
の
出
土
も
前
例
の

な
い
こ
と
で
、
戦
国
時
代
城
下
町
に
お
け
る
寺
院
墓
地
の
あ
り
方
を
考
え
る
上

で
の
貴
重
な
資
料
が
得
ら
れ
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

(永平寺・大野)



③
　
。
「南
無
妙
法
蓮
華
経
為
□
□
□
□
□
□
□
錮
嗣
剛
田
組
聴
回
日

〔法
〕
〔本
来
〕
　

い寂
〕　
　
　
　
　
　
〔己
〕
　
　
〔作
仏
〕

名
諸
□
従
□
□
常
自
□
滅
相
仏
子
行
道
□
来
世
得
□
□

ｘ

（『∞Ｎ）
×
頓φ
Ｘ
μ　　
Ｏ⇔
μ

×
華
経
右
志
者
為
酔
椒
露
飩
孟
蘭
盆
×

「南
無
妙
法
蓮
幸
経
為
妙
蓮

名
南
無
妙
法
蓮
華
経
為
浄
清
初
七
日

名
是
人
於
仏
道
決
定
無
有
疑
　
　
　
　
　
　
　
（ヽ
ё
×
ド
溢

ｏ２

「南
無
妙
法
蓮
華
経
為
妙
□
禅
尼
執
聴
崩
昨

　

（Ｎ５
議
ギ
μ
ｏＰ

「南
無
妙
法
蓮
華
経
為
道
清
聖
霊
孟
蘭
盆
供
養
仏
果
」

『
∞
∞
Ｘ
∽
∞
Ｘ
μ

「天
文
十
八
年
正
月
十
三
×
　
　
　
　
　
　
（伽じ
苫
マ
Ｎ

llD l10 こ0 こつ    α9     112   11つ    l10

1983年出上の木簡

(6)  (5)  14)

〔ら
せ
侯
ヵ
〕

名
＜

一
石
の
内
五
斗
上
日
川
□
」

名
＜
十
二
月
十
三
日
　
　
　
　
」

「口
日
――
□
の
こ
め
」

牌
〇
卜

Ｘ

］
Ｏ

Ｘ

μ
　
　
Ｏ
∞
∞

Ｐ
卜
⇔
×

］
Φ
×

い

　

〇
枷
μ

（∞伽〇）
×
⇔”
Ｘ
μ　　ＯＯ
μ

（∞∞『）
Ｘ
∞∞
×
牌　　〇
〇μ

「南
無
浄
行
菩
薩
　
　
　
　
　
□

「南
無
上
行
菩
薩

「南
蕪
多
宝
如
来

〔幻
ヵ
〕

「
南

無

妙

法
蓮
華

経
悲

母
□

境

霊

位

「
日

×

「南
無
安
立
行
菩
薩

「南
無
々
辺
行
菩
薩

〔〓
一
ヵ
〕

□

日
日
Ｈ
回
田
×

（枷中
〇
）
×
”
∞
Ｘ
Ｎ　　
Ｏ
⇔
Ｐ

〔子
脱
ヵ
〕

⑬
　
　
×
春
童

一
周
忌
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏＰ

⑩
　
　
×
□
慶
春
董
子
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏＰ

①
　
　
×
経
　
　
為
慶
春
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ９

ω
　
　
×
妙
法
蓮
幸
経
為
慶
春
童
子
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ蹴

⑪
は
Ｓ
Ｄ
二
六
九
九
、
②
は
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
三
か
ら
出
上
し
た
。
０
か
ら
⑭
ま

（
¨
Φ
Ｏ
）
Ｘ
∞
］
Ｘ
『
　
　
Ｏ
φ
μ

（
∞
∞
〇
）
Ｘ
”
Ｏ
Ｘ
Ｎ
　
　
Ｏ
Ｏ
μ

（
伽
中
〇
）
Ｘ
的
］
Ｘ
Ｎ
　
　
Ｏ
⇔
解

（枷〇〇）
×
いい
Ｘ
瀾

（い∞〇）
×
い中
×
ミ

（⇔
μＯ）
×
伽∞
Ｘ
Ｎ

（駕
ｅ
ｘ
８
×
Ｎ



で
は
石
積
施
設
Ｓ
Ｆ
二
七
三
六
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑨
か
ら
口
ま
で

は
九
本
の
卒
塔
婆
の
上
中
下
三
カ
所
に
横
木
を
あ
て
て
釘
で
打
ち
付
け
て
あ
る
。

⑭
以
下
は
笹
塔
婆
の
断
片
で
、
法
華
題
日
の
下
に
被
供
養
者
の
名
を
記
し
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
他
に
、
釈
文
は
掲
げ
な
か
っ
た
が
い
ｔ
け
ら
経
と
笹
塔
婆
が
二
万
数
千

点
出
上
し
た
。
こ
け
ら
経
は
、
四
千
枚
程
を

一
束
に
し
た
も
の
二
本
を

一
組
と

し
て
、
四
本
が
墓
地
内
に
柱
根
の
な
ぅ
な
状
態
で
埋
納
し
て
あ

っ
た
。
書
写
さ

れ
た
経
典
は
法
華
経
で
、
経
文
を
書
い
た
右
下
に

「
一
ノ
十
七
」
コ

ノ
十

一
」

等
と
小
さ
く
記
す
も
の
も
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
経
文
を
写
す
際
の
区
分
を
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

福
井
県
立
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館

『特
別
史
跡

一
乗
谷
朝
倉
氏
澄
跡
�
　
昭
和

５８
年
度
発
掘
調
査
整
備
事
業
概
報
』
盆

九
八
四
年
）

（清
田
善
樹
）
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